
日和地区人口（前年同月比） 男１６３人（－９） 女１６０人（－９） 計３２３人（ー１８）
※令和７年１１月末現在 世帯数１３７世帯（－１６） 邑南町９,３０４人（－１９０）

①小学校で楽しかったことを教えてください
－修学旅行（松江・出雲方面に行きました）

②中学校生活で頑張ってみたいことを教えてください
－部活（バレーボール！）

みんなで応援しますね！

今号の題字は、中村屋の来年から中学生、
宮本真衣さん
が達筆で書いてくれました。とてもいい表情でプレーされてる
バレーボーラーです！お話も聞いてます。

［森の学校］全てこの町の森の恵みで作ったウインターリース！

令和７年１２月１９日第２６５号 文責：湯浅

（輪っかの部分はクロモジ！）

図書室の本の入れ替えをしました

１２月１２日に本の入れ替えをしました。やっぱり、
日和には本の好きな方が多くいらっしゃいます。小説
を中心に入れていますが、全国学校図書館協議会選定
の絵本なども入れていますのでぜひご活用ください。

１２月２６日（金）１３：００－ ３Ｂ体操があります
今年最後の金曜日、１２月２６日の午後１時から３Ｂ体操があります。
健康の維持、運動不足の緩和、心身のストレッチとしてご利用ください。
講師は日高泉さんです。

１２月２６日（金）から 日桜ロード全面通行止め
冬季の事故防止のため、１２月２６日（金）から２月２７日（金）までの間、日桜ロードが全
面通行止めとなります。天候等の状況により期間が変わる場合があり、その際は別途お知らせ
が役場よりあります。

１１月まで各地域（石見・瑞穂・羽須美）毎で導入準備
会を開催し、来年度のコミュニティ・スクールの在り方
に向けて検討してきたところですが、それを持ち寄り、
１１月２７日の各地域の学校⾧・公民館代表が集まる代
表者会にて、各地域の導入準備会で検討してきた内容を
報告しました。具体的内容として、・委員の人選はいず
れの地域も地域活動に従事されている方に参加してもら
うこと、・会議は年間3回程度開催すること、といった
内容でした。

１月１１日（日）１０：００－ とんど焼きがあります
無病息災や五穀豊穣、家内安全を祈願するため、日和公民館の前庭で日和地区３自治会合同の
とんど焼きが行われます。正月飾りや書初めなどお焚き上げをするものがあればお持ち下さい。

今回の代表者会の意見を各地域に持ち帰り、必要に応じて検討内容の精査も行われる予定です。
今後は各地域より委員の選出を経て、各地域代表の方が集まり来年度への準備を進めます。併
せて、地域の方や保護者への理解に繋げるための情報発信を積極的に行い、学校と共に立ち上
げに向けて進みます。
お問い合わせ先 邑南町教育委員会 学びのまち推進課 電話８３－１１２７

教育委員会より『コミュニティ・スクール』について



今年の騒祭は、日和公民館にあるバスケットコート「day and court（デイアンドコート）」
でのバスケットボールの大会と連携して同日開催を計画していました。天気予報も問題なく、
準備も順調に進めていたところでしたが、開催日の週に入ったところでインフルエンザの感
染拡大による各学校の学校閉鎖、学級閉鎖の情報が入ってきました。計画していた大きな内
容は、バスケの子どもの部の大会、大人の部の大会、キッズダンスやよさこいのステージ、
飲食ブースと、子どもが参加するイベントが多く、また騒祭としては日和のひとたちに来て
ほしい、という狙いを持っていることから来場者の安全確保のため騒祭としては中止、デイ
アンドコートもバスケの子どもの部も中止という対応を急遽とることとなりました。当日は
デイアンドコートでの大人の部のみの大会として、出店数を減らしたフードブースと予定し
ていたシークレットバンドの演奏を実施し、計画と比べるとかなり縮小した内容となりまし
たが、デイアンドコートでのバスケットボールのおもしろさに触れることができました。

１１月２３日 騒祭×day and courtについて １２月２日 矢上小４年生による神楽演目披露

日和大元神楽団が講師となり矢上小４年生のみなさんと大
元神楽の練習を重ね、「塵輪（じんりん）」とう演目を
学習発表会で披露しました。この授業はふるさと学習の一
つとして地域の伝統文化や、その伝統をつないできている
人と触れ合い、その思いを知ることを目的にしています。
本番当日は小学校の児童、保護者、関係者が見守るなか
堂々と演じ切りました。

矢上小２年生のみなさんがひよりの
会との交流会を行いました。
活動名は「ひよりの会の方と仲良く
なろう」です。けん玉やあやとりで
の遊びや、歌を唄ったりクリスマス
プレゼントなど、楽しい交流を通じ、
仲良くなりました。

１２月１１日 矢上小学校２年生のみなさんと、ひよりの会の交流

１２月１４日「森の学校」ウインターリースづくり

今年最後の「森の学校」で“ウインターリースづ
くり”を開催しました。会場はいこいの村しまね
のホールです。いこいの村には駐車場から奥側
に散策路があり様々な植物があります。今回の
リースづくりも材料を全て散策路から採取しま
した。輪っかはクロモジ、そこに松ぼっくりや
どんぐりを飾りリースを完成しました。邑南町
の森の恵みに触れること、作りながら参加者同
士で交流する時間を過ごしました。

来年の「森の学校」に向けて
「森の学校」は令和２年度より矢上公民館・日和公民館・産業支援課の連携で“森に触れる”体
験学習の場として続けてきています。今年は計３回開催し、スタンプカード、苔玉、ウイン
ターリースを作りました。各回の参加者は１０名程度で和気あいあいとした雰囲気のなかで森
に触れる時間を過ごし、家にも作品を持ち帰ります。この取り組みには全て樹幹ネットワーク
の樋口千代子さんに講師として協力いただいており、毎回植物の知識について学ぶことや、
参加者同士でお話しをしがならものづくりをする時間が楽しく、いつも終わった後よかったな
あと振り返っています。いま来年度からも続けていきたいと担当者間で話し合っているところ
で、開催できる場合は春以降のところでまたご案内します。

主催している日和青年部の坂根龍一さんから、あらためて振り返りをお聞きしました。

（湯浅）今年は中止と残念でしたが、しょうがない対応でしたよね。

（坂根）そうですね。これはしょうがないですね、、、誰が悪いということでもないから、
安全のための対応としてよかったのかなと思いますね。ただ、それでもたくさんの
人が来ちゃったですね。

（湯浅）あらためて今年の騒祭のポイントとしては、やっぱりデイアンドコートとの連携？

（坂根）そうですね。デイアンドコートが日和の拠点の一つになっている、と考えてて、そ
のことをより広くＰＲしたり、日和のひとにももっと知ってもらう場にしたかった
です。デイアンドコートみたいなストリートバスケはすごい近くで見れるから、本
気のバスケの試合ってやっぱり面白くて。日和からも出場者があるから一緒に応援
しながら見ると面白いですよね。

（湯浅）中止になっちゃたけど今年の計画を振り返って、来年ってどう思いますか？

（坂根）そうですね。花火とかお笑いとかの計画と比べて、柔軟性がある計画をしていたと
思います。“売り”がたくさんあるというか。デイアンドコートの他にもキッズダン
スやよさこいの子どもの晴れ舞台になる場があって、出店にもたくさん声をかけて
ましたし。個人的には「食」に力を入れてみたいんです。みんなで食べることとか、
うまいもの食べるって元気になるじゃないですか。

（湯浅）いいですね。そういうのはとってもいいですね。他の人からももっとたくさんのア
イデアが出てきたらいいね。取り入れたいね。

（坂根）そうですね。これやりたいっていうのを一緒にやれたらいいよね。
それとバンドは良かった。やるって言ってくれて。
かっこよかったし。

（湯浅）あれは良かった。来年もあるよね？

（坂根）あれはあるよ。


